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1 ．2019年度決算サマリー（決算ベース） 
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（単位：百万円）

2018年度 2019年度
実績 実績

コア業務粗利益　　　　　　　　 ① 4,410 4,527 117
資金利益 4,391 4,623 232
（うち貸出金利息) 3,668 3,803 135
（うち有価証券利息配当金) 854 939 85
役務利益 18 ▲ 95 ▲ 113 2018年度 2019年度

経費（▲）　　　　　　　　　 ② 3,609 3,582 ▲ 27 　　　4百万円 　　52百万円

人件費（▲） 2,145 2,026 ▲ 119
物件費（▲） 1,265 1,372 107

コア業務純益 ①－② 800 945 145
796 893 97

国債等債券損益 ③ ▲ 100 ▲ 87 13
一般貸倒引当金繰入額（▲）　 ④ 108 38                   ▲ 70
業務純益 591 819 228 ※コア業務純益：一般企業の営業利益に相当

臨時損益 ▲ 187 ▲ 721 ▲ 534
不良債権処理損失額（▲）⑤ 200 289 89
貸倒引当金戻入益 ⑥ -                     -                     -                   
株式等損益　　 ⑦ 2 ▲ 573 ▲ 575

経常利益 403 98 ▲ 305
特別損益 ▲ 67 418 485
税引前当期純利益 336 516 180
法人税等（▲） 79 30 ▲ 49
当期純利益 256 485 229

信用コスト（▲）　　　　 ④＋⑤－⑥ 308 327 19
有価証券関係損益　 ③＋⑦ ▲ 98 ▲ 660 ▲ 562
修正ＯＨＲ（％）　　　　 ②／① 81.8 79.1 ▲ 2.7
経常収益 5,549 5,896 347
事業性融資先数 4,414 4,882 468

※（▲）は費用項目

貸出金利息の増加や人件費の抑制等により、
基本的な収益力となるコア業務純益は145百
万円増加し、945百万円となりました。

増減

うち投信解約損益（　+48百万円）

 コア業務純益　（対前期比　145百万円）

株式等売却損が増加したことや株式等償却を
実施したこと等により、経常利益は305百万円
減少し、98百万円となりました。

コア業務純益（投信解約損益除く）

経常利益　（対前期比　△305百万円）



3 ．貸出金利息収入について 
 貸出金利息収入の増加 
    
                    135百万円（3,668百万円⇒3,803百万円） 
 
利回り上昇による影響  158百万円（2.00％⇒2.09％） 
平残増加による影響   △23百万円（1,831億円⇒1,819億円） 

2 ．有価証券利息配当金、貸出金利息について 

貸出金利回りは0.09ﾎﾟｲﾝﾄの上昇（4.5%上昇） 
貸出金平均残高は12億円の減少（0.6%減少） 

（単位：百万円）

2018年度 2019年度
実績 実績

資金運用収益　　　　　　　　① 4,534 4,754 220
うち貸出金利息 3,668 3,803 135
うち有価証券利息配当金 854 939 85

資金調達費用 ② 142 131 ▲ 11
うち預金利息 142 131 ▲ 11

資金利益 ①－② 4,391 4,623 232

増減

資金利益　　（対前期比　＋232百万円）

　貸出金利息、有価証券利息配当金ともに増加し
たことにより、資金運用収益は220百万円増加しま
した。また、資金調達費用は11百万円減少しまし
た。その結果、資金利益は232百万円の増加とな
りました。
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貸出金利息収入の推移 

収入の大半を占める貸出金利息収入は、2016 
年3月期より4期連続で増加しております。 
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4．コア業務純益の推移 

一般企業の営業利益に相当するコア業務純益 
は、順調に増加しております。 
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5．預金残高および貸出金残高の推移 
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479 470 443 431 個人ローン 423

1,070 1,087 1,164 1,176 事業性 1,239
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6．財務の状況（不良債権比率、自己資本比率） 
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7．配当金の状況 

2018年度 2019年度
実績 実績・見込

年間配当 6円00銭 7円00銭 1円00銭
うち中間配当 3円00銭 3円00銭 0円00銭

1株当たり当期純利益 11円75銭 22円22銭  10円47銭
配当性向 51.0% 31.4% ▲19.6P

※2019年度の期末配当は、普通配当３円に加え、創業70周年の記念配当１円を
　 実施する予定です。

増減
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8．業績予想 

※2020年度の業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の 
 影響により、現時点では適正かつ合理的な業績予想の算定が困難なこと 
 から未定としています。 

（単位：百万円）

2019年度 2020年度
実績 見込

経常収益 5,896 － －
経常利益 98 － － 
当期純利益 485 － －

増減
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9．経常収益と経常利益、当期純利益の推移 
・増収減益は13期ぶりです。経常収益は2期ぶりの増収、経常利益は 2期連続の減益、  
 当期純利益は2期ぶりの増益です。 

（単位：百万円）

経常収益 前期比 経常利益 前期比

2019年度 5,896 347 増 収 98 ▲ 305 減 益

2018年度 5,549 ▲ 211 減 収 403 ▲ 399 減 益

2017年度 5,760 245 増 収 802 217 増 益

2016年度 5,515 ▲ 488 減 収 585 ▲ 428 減 益

2015年度 6,003 51 増 収 1013 310 増 益

2014年度 5,952 ▲ 33 減 収 703 127 増 益

2013年度 5,985 203 増 収 576 74 増 益

当期純利益 前期比

2019年度 485 229 増 益

2018年度 256 ▲ 302 減 益

2017年度 558 66 増 益

2016年度 492 ▲ 150 減 益

2015年度 642 107 増 益

2014年度 535 125 増 益

2013年度 410 192 増 益
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